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包括的凝固／線溶動態に基づく敗血症性 DIC （播種性血管内凝固）の病態解明

論文内容の要旨

播種性血管内凝固（DIC ）は、様々な基礎疾患を背景に著しい凝固充進状態をきたす病態である。基礎疾

患により線溶は允進ないしは抑制され、血栓症／出血症状の程度は、個々の凝固／線溶動態のバランスによ

り決定される。 しかし DIC の凝固／線溶ノ〈ランスの包括的な評価はこれまで、なされてなかった。我々は、包

括的な凝固能と線溶能を同時に評価可能な凝固線溶波形解析（C FW A）、 およびトロンビン／フ。ラスミン生成

試験（T/P -GA ）を用いて、 DIC の病態を解明した。

［方法］

診断基準で DIC と診断され、 そのうち基礎疾患が敗血症で、あった 57 例の血柴を用いて CFWA 及び

T/P- GA を行なった。 CFWA は A PTT 測定時に C aCb と同時に tPA を添加し、 fibr in 形成開始から溶解ま

で、をモニタリングした。 CFWA のパラメータは、最大凝固速度 Clmi nl l）、最大線溶速度 CIFL minli) を用い、

T/P-GA のパラメータは、凝固能は Thromb in peak heig ht(T -peak ）、線溶能は Plasm in-p eak height(P-

pea k）を用いた。それぞ、れ対正常血竣比（ratio: R）で評価し、 R >lを尤進、Rく1を低下（抑制）と定義した。

［結果I
CFWA では、 lminll-R が中央値 1.40 [0.10-2.60 ］と凝固能は充進し、 IFL-minll-R は 0.61 [O 1.1 9］と線溶

能は低下していた。T/P -GA では、 T-pe ak- R が 0.71 [0 .22-1.20 ］と凝固能は軽度低下していたのに対し、

P-pe ak R は 0.35 [0 .02 -1.43 ］と線溶能は著明に低下していた。また、統計学的にlmi nll-R と T- peak -R

（ρ＝ 0.55 、Pく0.001 ）、IFL-m inll -R とP-pea k-R （ρ＝ 0.71 、P く0.001 ）は強い相関性がみられ、 CFWA は

TIP GA のバランスを良好に反映していることが示唆された。

さらに CFWA のパラメータを用いて、 DIC は以下の 4type に分類された。 type l：凝固優位型（ lminl l-R > 

IFL-minl l-R ）、 type2 ：均衡型（ lminll -R 叶FL-mi nl l-R ）、 type3 ：線溶優位型（ lminl l-R < IFL-minl l-R ま

たは FLT の短縮）、typ e4：崩壊型 （lminll-R < 0.5 かっIFL -minll-R < 0.5 ）の 4 パターンで、あった。本

研究のコホートでは、 typel が 46 /57(80. 7% ）で最も多く、線溶能の強い抑制が特徴的で、あった。

［結語｝

CFWA は、敗血症性 DIC の凝固能／線溶能のバランスの評価に有用で、あり、既存の AP TT 測定で病態病

勢の把握が可能で、あった。また、凝固能／線溶能のバランスを定量的に評価することで、DI C の適切な治療

選択につながることが期待できる。


